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7 
自分の「正しさ」を守るためにはロケットを撃つ以外他に手段がないから、仕方ない。でも本
当はそろそろロケットを撃つのは止めたいと思う自分もいる。しかしイスラエルの人も、パレス
チナの人も、できればロケットなど撃たずとも互いの「正しさ」に耳を傾け、それを知ろうとす
ることが、結局はお互いの安全につながるのではないかということを、きっと感じていたりする
のではなかろうか。そうした各々の「知ろう」とする態度が、最終的には「不寛容の種」の発芽
を食い止める手段なのかもしれない。そして彼らの「正しさ」やそれを抱え続けるが故の痛みや
苦しみを心から理解することなど到底出来ないあの世界の外側にいる我々のようなものが、そこ
になにができるのかといえば、互いに「知ろう」と、歩み寄ろうとする人びとを支え、月並みな
言い方かもしれないが、応援することくらいなのだろうと思う。そのためにも我々はまずもって、
彼らについて、彼らの抱え続ける「正しさ」について「知ろう」とする態度を持ち、実践する必
要がある。 
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